
無料 ※お申込み方法は裏面に記載しております受講料

住友クラブ （大阪市西区江戸堀１－１３－１０） 地下鉄四つ橋線肥後橋駅下車②・⑤A出口すぐ

２０１１年 ６月２日 （木） １３：３０ ～１６：３０ （１３：００受付開始）

会 場

２０ 名 （申込み締切：５月２７日（金）） ※定員になり次第受付を終了いたします定 員

学長、理事長、および情報公開の担当責任者の皆様対 象

日 時

回 覧

プログラム ※内容は、一部変更となる場合がございます

少子高齢化という社会構造の変化が確実に進行する中、大学をめぐる競争環境はかつてないほど厳しさを増しています。 今や、多くの

大学にとって、再編・淘汰が避けられない現実であることは自明の事実となりつつあり、生き残るための差別化戦略が必要不可欠になって

います。

一方で、４月からは情報公開に関する学校教育法施行規則の改正が施行されていることもあり、大学に対してより積極的に情報を公開

するよう求める声は今後ますます高まっていくものと思われます。

そのような中、横並びの情報公開から脱却し、情報公開を成長へのチャンスとして位置付け直すことは、大学経営を高度化する契機とな

ります。信頼性の高い情報を公開するための仕組みを整備するとともに、その過程で学内の組織体制を見直し、実行力ある強い組織を再

構築できれば、今後の経営に必ず寄与します。

本セミナーでは、情報公開のリスクとチャンスをご紹介するとともに、リスクの芽を摘みチャンスにつなげる実践的なソリューション（解決

策）を具体的な事例を交えて分かりやすく解説いたします。大学経営の「現状」に危機感をお持ちの皆様、是非ご参加ください。

情報公開時代における大学経営の攻めと守り
～文部科学省による情報公開の義務化を成長のチャンスとするために～

参加のおすすめ

検討の枠組み

具体的なタスク

対応のポイント

文部科学省の方針を読み解き、今回の改正における対応のポイントを

分かりやすく解説します。また、民間企業における情報公開のあり方を参考に、

大学における情報公開のあるべき姿を提示します。

情報の公開はリスクであると同時にチャンスでもあります。情報公開を進めるに

当たり、どうすればリスクとチャンスを正しく認識し、適切に評価することができる

のか。その全体的な検討の枠組み（フレーム）を分かりやすく解説します。

認識したリスクを回避し、チャンスを活かすために具体的にどうすればよいのか。

リスクの芽を摘みチャンスにつなげるために必要なプロセスとタスクについて、

具体的な事例を交えて解説いたします。

事前にご予約頂けましたら、セミナー終了後別室にて個別相談を承ります。
ご希望される場合は、お申し込みの際に裏面受講申込書にチェックをお入れください。



お申込みにあたって 会場ご案内

株式会社 日本総合研究所 総合研究部門
http://www.jri.co.jp/seminar/
〒550-0001 大阪市西区土佐堀 2-2-4 土佐堀ダイビル
TEL 06-6479-5692 FAX 06-6479-5531

【内容照会】 大林 ohbayashi.masayuki@jri.co.jp

【申込照会】 深川 fukagawa.eri@jri.co.jp
〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-13-10

（住友クラブ 洋室2号）
● 地下鉄 四ツ橋線 肥後橋駅2・5A号出口よりすぐ
● 地下鉄 御堂筋線 淀屋橋駅4・10号出口より西へ徒歩５分

主催：

① 弊社Webサイトの所定フォーム（http://www.jri.co.jp/seminar/）から

お申込いただくか、下記受講申込書をFAXにてお送りください。

②後日、受講者宛に受講証を郵送いたします。お申込から１週間経過

してもお手元に届かない場合は、下記の申込照会担当者まで

ご連絡くださいますようお願いいたします。

③ セミナー当日は受講証をご持参のうえ、受付にてご提示ください。

④ セミナー会場においては、ビデオ・カセットテープレコーダー・MD等に

よる撮影や録音は固くお断りいたします。

⑤ 同業者およびその他関係者のご参加はお断りしております。

照会先 ・申込先

※申込み締切（5/27）後も、定員に余裕があれば、お申し込みを
受け付けいたします。申込照会担当までお問い合わせください。


